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境
が
良
い
と
考
え
、
真
田
御
殿
の
改
修

工
事
の
研
修
を
企
画
し
た
。
真
田
御
殿

は
取
り
壊
し
時
と
建
具
修
復
工
事
を
見

学
し
て
き
た
が
、
今
回
完
成
の
様
子
を

見
学
す
る
。
建
具
が
ど
の
様
に
修
理
さ

れ
、
ど
の
様
に
納
め
ら
れ
て
い
る
の
か

を
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。

長
野
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
の
渋
沢

文
主
査
の
案
内
で
真
田
邸
の
外
観
か
ら

　

全
国
伝
統
建
具
技
術
保
存
会
（
横
田

栄
一
会
長
）
は
7
月
2
日
、
長
野
県
長

野
市
の
国
指
定
史
跡
真
田
邸
（
松
代
城

附
新
御
殿
跡
）の
見
学
研
修
会
を
実
施
。

補
修
工
事
を
通
じ
、
実
践
的
な
文
化
財

保
護
活
動
の
内
容
を
学
ん
だ
。

 
研
修
会
に
先
立
ち
、横
田
会
長
は
「
長

野
で
4
回
目
の
開
催
と
な
る
が
、
会
長

で
あ
る
私
の
身
近
で
お
世
話
で
き
る
環

内
部
ま
で
を
見
学
し
た
。

  

真
田
邸
は
江
戸
時
代
後
期
の
幕
府
に
よ

る
参
勤
交
代
制
度
改
革
に
伴
い
、
元
治
元

年
（
１
８
６
４
年
）
に
建
設
さ
れ
た
。
造

営
か
ら140

年
が
経
過
し
た
現
在
、
主
屋

を
は
じ
め
と
し
た
建
築
物
は
地
震
に
よ
る

傾
斜
や
雨
漏
り
に
よ
る
木
部
の
腐
朽
、
庭

園
に
お
い
て
は
土
砂
流
出
や
樹
木
の
荒
廃

が
進
み
、
長
野
市
で
は
平
成
16
年
か
ら
大

規
模
な
改
修
工
事
を
実
施
。
表
門
や
屋
内

の
建
具
は
栄
建
具
工
芸
が
修
復
を
担
当
し

た
。主
要
部
分
の
工
事
が
こ
の
程
完
成
し
、

9
月
18
日
よ
り
一
般
公
開
を
予
定
し
て
い

る
。

　

全
国
伝
統
建
具
技
術
保
存
会
の
参
加
者

は
最
初
に
修
理
さ
れ
た
表
門
を
見
学
。
過

去
の
修
復
事
例
を
基
に
面
材
は
杉
を
使

用
。
極
力
建
築
当
時
の
原
型
を
忠
実
に
再

現
す
る
た
め
、
可
能
な
限
り
現
存
す
る
材

を
活
か
し
、
材
が
目
減
り
し
て
い
る
部
分

は
金
具
で
厚
さ
を
調
整
し
た
。
修
復
部
分

の
材
は
表
面
の
色
柄
を
合
わ
せ
る
た
め
に

柿
渋
塗
装
と
し
、
長
期
荷
重
に
よ
っ
て
傾

い
て
い
た
門
柱
及
び
軸
金
物
は
新
調
。
し

か
し
な
が
ら
、
鋲
や
乳
金
物
、
八
双
金
物

は
一
部
を
除
い
て
現
存
品
を
再
利
用
し
て

い
る
。

全
国
伝
統
建
具
保
存
会

松
代
城
真
田
邸
で
研
修




